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皆様のヨーロッパ生活を応援する NX（NIPPON EXPRESS）の会報誌
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Belgium

ベルギーの
7つの秘宝を訪ねる旅
ベルギーは、1830 年にオランダから独立した立憲王政国家。日本の約 12 分の 1 の面積を持ち、フラン
ス語、フラマン語（オランダ語）、ドイツ語の 3 つの言語圏に分かれている。今回は、おのおのの地域に
おいて昔から崇拝されている「ベルギーの 7 つの秘宝」をご紹介しよう。南北に分かれているので、まず
は中心に位置するブリュッセルから始め、北のフランダース地方、そして南のワロン地方へと続く。併せ
てそれぞれの街の特色、名物などもまとめてみた。

ベルギー

Belgium1

■
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① 

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
・
王
立
美
術
館

 

　『
イ
カ
ロ
ス
の
墜
落
』

2
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
王
立
美
術
館
に
は

15
世
紀
か
ら
近
代
ま
で
の
幅
広
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
館
内
は
「
古
典
美
術
館
」「
世
紀
末
美
術
館
」「
マ

グ
リ
ッ
ト
美
術
館
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
古
典
美
術
館

に
は
、
15
世
紀
の
メ
ム
リ
ン
ク
や
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ

イ
デ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
の
他
、
16

世
紀
の
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
、
ル
ー
ベ
ン
ス
な
ど
の
作
品
が

あ
る
。
ピ
ー
テ
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
父
）
の
作
品
『
イ

カ
ロ
ス
の
墜
落
』
は
、『
反
逆
天
使
の
墜
落
』
な
ど
と

共
に
、ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
特
別
室
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

銅
版
画
家
と
し
て
10
年
ほ
ど
活
躍
し
て
い
た
ブ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
父
）
が
キ
ャ
ン
バ
ス
に
テ
ン
ペ
ラ
で
描

い
た
『
東
方
の
三
賢
者
の
礼
拝
』
も
あ
り
、
初
期
の
作

風
を
知
る
参
考
に
な
る
。
な
お
、
王
立
美
術
館
の
『
イ

カ
ロ
ス
の
堕
落
』
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
図
柄
・
大
き
さ
の

も
う
一
枚
の
『
イ
カ
ロ
ス
の
堕
落
』
が
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
の
ヴ
ァ
ン
＝
ビ
ュ
ー
レ
ン
美
術
館
に
あ
る
。

鑑
賞
後
は
、
美
術
館
の
裏
手
に
あ
る
サ
ブ
ロ
ン
広
場

に
行
こ
う
。
有
名
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
店
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て

い
る
上
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
が
立
ち
並
ぶ
お
し
ゃ

れ
な
エ
リ
ア
で
、
世
界
一
美
し
い
と
い
わ
れ
る
広
場
、

グ
ラ
ン
プ
ラ
ス
も
徒
歩
圏
内
だ
。

② 

ゲ
ン
ト
・
聖
バ
ー
フ
大
聖
堂 

　 

『
神
秘
の
子
羊
』

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
か
ら
約
60
キ
ロ
、
汽
車
で
40
分
ほ
ど

の
ゲ
ン
ト
。
レ
イ
エ
川
と
ス
ヘ
ル
デ
川
を
経
て
、
北
海

へ
と
つ
な
が
る
内
陸
港
を
持
ち
、
中
世
か
ら
交
易
や
繊

維
産
業
、
商
業
が
発
展
し
繁
栄
を
誇
っ
た
。

ブ
ル
ー
ジ
ュ
と
同
様
、
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
芸
術
が
開

花
し
た
街
で
、
聖
バ
ー
フ
大
聖
堂
に
あ
る
フ
ァ
ン
・
エ

イ
ク
作
の
祭
壇
画
『
神
秘
の
子
羊
』
は
、
1
4
3
2
年

の
制
作
当
時
と
変
わ
ら
な
い
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。
こ

の
絵
に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
支
配
下
の
フ
ラ
ン
ス
に
略

奪
さ
れ
、
そ
の
後
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
手
に
渡
り
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
岩
塩
抗
に
隠
さ
れ
て
い
た
と
き
は
危
う

く
爆
破
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
い
う
波
乱
に
満
ち

た
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
。

ゲ
ン
ト
名
物
は
、
カ
リ
ッ
と
軽
い
生
地
に
粉
砂
糖
や

生
ク
リ
ー
ム
を
の
せ
て
食
べ
る
、
老
舗
カ
フ
ェ
・
マ
ッ

ク
ス
の
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
・
ゴ
ー
フ
ル
」
や
、
駄
菓
子

屋
テ
メ
ル
マ
ン
の「
キ
ュ
ー
ベ
ル
ド
ン
」。
ビ
ア
カ
フ
ェ

の
デ
・
デ
ュ
レ
・
グ
リ
ー
ト
で
は
、
注
文
時
に
客
の
靴

の
片
方
を
預
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
高
さ
50
セ
ン
チ

の
グ
ラ
ス
入
り
の
ビ
ー
ル
「
マ
ッ
ク
ス
」
を
ど
う
ぞ
。

名
物
料
理
の
ワ
ー
テ
ル
ゾ
ー
イ
は
、
チ
キ
ン
（
ま
た
は

魚
介
類
）や
野
菜
を
煮
込
ん
だ
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
で
、

日
本
人
の
口
に
合
う
。

③ 

ブ
ル
ー
ジ
ュ
・
メ
ム
リ
ン
ク
美
術
館

　 

『
聖
ウ
ル
ス
ラ
の
聖
遺
物
箱
』

ベ
ル
ギ
ー
随
一
の
観
光
都
市
ブ
ル
ー
ジ
ュ
は
、
街

全
体
に
中
世
の
雰
囲
気
が
残
っ
て
い
る
。
15
世
紀
の
ブ

1 聖バーフ大聖堂（右）とゲント市立劇場　2 ピーテル・ブリューゲル（父）による『イ
カロスの墜落』　3 聖バーフ大聖堂にあるファン・エイクの『神秘の子羊』（部分）　写真：
1・3 © Ville de Gand – Office du Tourisme、2 © J. Geleyns
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NXベルギー

www.nipponexpress.com/moving/be
TEL +32 (0)2 751 7814  FAX +32 (0)2 751 9246
E-MAIL: NEBE-removal@nipponexpress.com 
Bedrijvenzone Machelen Cargo 738/1
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引越は私たちにお任せください。

ベルギー海外引越
お問い合わせは下記までどうぞ
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ル
ー
ジ
ュ
は
、
ハ
ン
ザ
交
易
都
市
と
し
て
中
世
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
商
業
を
一
手
に
引
き
受
け
、繁
栄
し
て
い
た
。

し
か
し
北
海
か
ら
絶
え
ず
流
れ
込
む
「
砂
」
に
よ
り
運

河
が
埋
ま
り
、
船
の
往
来
が
難
し
く
な
る
と
、
国
際
商

業
の
拠
点
は
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
へ
と
移
動
し
、
以
後
長
い

眠
り
に
つ
い
た
。
一
方
、
美
術
界
は
フ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク

や
ハ
ン
ス
・
メ
ム
リ
ン
ク
な
ど
、
フ
レ
ミ
ッ
シ
ュ
・
プ

リ
ミ
テ
ィ
ブ
派
の
揺
籃
の
時
代
で
あ
っ
た
。

12
世
紀
の
聖
ヨ
ハ
ネ
施
療
院
の
建
物
を
改
装
し
た
メ

ム
リ
ン
ク
美
術
館
の
『
聖
ウ
ル
ス
ラ
の
聖
遺
物
箱
』
は
、

1
4
8
9
年
、
メ
ム
リ
ン
ク
が
壁
面
と
天
井
部
分
に
、

聖
女
ウ
ル
ス
ラ
が
ロ
ー
マ
巡
礼
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
き

の
悲
劇
を
描
い
た
傑
作
で
あ
る
。

他
の
必
見
は
、聖
母
教
会
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
作『
聖

母
子
像
』
や
、聖
血
教
会
の
聖
遺
物
『
キ
リ
ス
ト
の
血
』。

グ
ル
ー
ニ
ン
ゲ
美
術
館
は
初
期
フ
ラ
ン
ド
ル
派
の
宝
庫

だ
。
世
界
遺
産
の
ベ
ギ
ン
会
院
は
、
緑
深
い
木
立
と
白

壁
の
住
居
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
場
所
に
あ
り
、
春
に
な

る
と
庭
一
面
に
水
仙
が
咲
き
誇
る
。
ま
た
、
そ
の
美
し

さ
で
知
ら
れ
る
ボ
ビ
ン
レ
ー
ス
は
、
中
世
か
ら
続
く
伝

統
工
芸
品
だ
。

④ 

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂 

 

　『
キ
リ
ス
ト
降
架
』

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
か
ら
汽
車
で
約
30
分
の
ア
ン
ト
ワ
ー

プ
は
ベ
ル
ギ
ー
第
2
の
街
で
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
次
ぐ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
2
の
貿
易
港
を
持
つ
。
15
世
紀
、
ブ

ル
ー
ジ
ュ
を
抜
い
て
フ
ラ
ン
ド
ル
の
毛
織
物
交
易
の

中
心
地
と
な
り
、
16
世
紀
に
は
ス
ペ
イ
ン
が
植
民
地
か

ら
仕
入
れ
た
物
資
交
易
で
興
隆
を
極
め
た
。
現
在
は
、

世
界
最
大
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
集
散
加
工
地
と
な
り
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
分
野
で
も
頭
角
を
現
し
て
い
る
。

ル
ー
ベ
ン
ス
の
『
キ
リ
ス
ト
降
架
』
が
あ
る
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
大
聖
堂
は
、
14
世
紀
か
ら
完
成
に
2
0
0
年
を

要
し
た
ベ
ル
ギ
ー
最
大
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
で
、
高
さ
約

1
2
3
メ
ー
ト
ル
の
美
し
い
尖
塔
を
持
つ
。日
本
で
は
、

『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』
の
舞
台
と
し
て
有
名
だ
ろ
う
。

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
へ
は
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
駅
舎
を
堪

能
す
る
た
め
汽
車
で
行
こ
う
。「
世
界
で
最
も
美
し
い

駅
」
に
選
ば
れ
る
常
連
で
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
ド
ー
ム
か

ら
の
光
あ
ふ
れ
る
コ
ン
コ
ー
ス
、
色
と
り
ど
り
の
大
理

石
と
金
箔
で
飾
ら
れ
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
、

そ
の
豪
華
さ
と
優
雅
さ
に
感
嘆
す
る
だ
ろ
う
。
駅
舎
内

に
あ
る
「
ロ
イ
ヤ
ル
カ
フ
ェ
」
は
、
高
い
天
井
や
ネ
オ

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
豪
華
な
内
装
な
ど
、
駅
と
歩
調
を
合

わ
せ
る
よ
う
な
格
調
の
高
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
値
段

は
普
通
の
カ
フ
ェ
と
変
わ
ら
な
い
。

⑤ 
ト
ゥ
ル
ネ
ー
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂

　 

『
聖
遺
物
箱
』

ト
ゥ
ル
ネ
ー
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
か
ら
約
90
キ
ロ
、

フ
ラ
ン
ス
国
境
に
近
い
フ
ラ
ン
ス
語
圏
だ
。
ト
ゥ
ル

ネ
ー
の
歴
史
は
、
2
千
年
前
の
ロ
ー
マ
時
代
に
ま
で

遡
る
。
そ
の
後
、ゲ
ル
マ
ン
人
の
フ
ラ
ン
ク
族
が
移
住
。

5
世
紀
末
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
家
の
ク
ロ
ヴ
ィ
ス
が
首

都
（
後
に
パ
リ
に
移
転
）
に
定
め
た
ベ
ル
ギ
ー
最
古

の
街
だ
。

ニ
コ
ラ
・
ド
・
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
の
作
品
『
聖
遺
物
箱
』

が
あ
る
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
は
、
12
世
紀
前
半
に
建

造
さ
れ
た
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
の
身
廊
と
5
本
の
塔
屋
を

担
う
交
差
廊
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
中
世
建
築
の
傑
作
。

13
世
紀
に
再
建
さ
れ
た
後
陣
が
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
た

め
、
2
つ
の
様
式
が
混
在
す
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

だ
。
ベ
ル
ギ
ー
最
古
の
鐘
楼
も
同
じ
く
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

次
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
オ
ル
タ
設
計
の
ト
ゥ
ル
ネ
ー

美
術
館
で
現
代
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
。
展
示
は
、
15
世

紀
の
絵
画
、
ル
ー
ベ
ン
ス
や
ア
ン
ソ
ー
ル
か
ら
現
代
ま

で
。
印
象
派
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
ベ
ル
ギ
ー
に
あ
る
の

は
こ
の
2
点
だ
け
と
い
う
マ
ネ
作
品
の
他
、
モ
ネ
や

ゴ
ッ
ホ
な
ど
の
作
品
も
。

散
策
後
は
、
観
光
局
発
行
の
無
料
の
グ
ル
メ
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
片
手
に
街
へ
繰
り
だ
そ
う
。
こ
の
街
は
、
住

民
1
人
当
た
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
の
軒
数
で
、

ベ
ル
ギ
ー
最
多
を
誇
っ
て
い
る
。

⑥ 

ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ナ
ミ
ュ
ー
ル
古
典
美
術
館

　 

『
オ
ワ
ニ
ー
の
宝
』

ナ
ミ
ュ
ー
ル
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
か
ら
63
キ
ロ
ほ
ど

南
の
ム
ー
ズ
川
と
サ
ン
ブ
ル
川
が
合
流
す
る
渓
谷
で
発

展
し
た
古
都
だ
。

18
世
紀
の
貴
族
の
豪
邸
を
改
装
し
た
ナ
ミ
ュ
ー
ル
古

典
美
術
館
に
あ
る
ユ
ゴ
ー
・
ド
ワ
ニ
ー
の
作
品
『
オ
ワ

ニ
ー
の
宝
』
は
、
典
礼
に
関
す
る
聖
体
顕
示
台
、
聖
杯
、

聖
遺
物
箱
、
福
音
書
カ
バ
ー
な
ど
全
て
を
指
す
。
金
・

銀
の
透
か
し
細
工
、
ニ
エ
ロ
象
眼
細
工
、
刻
印
、
彫
版
、

彫
金
と
、
あ
ら
ゆ
る
技
術
を
屈
指
し
た
作
品
群
は
、
13

世
紀
の
金
銀
細
工
の
至
宝
と
誉
れ
高
い
。

平
野
が
続
く
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
地
方
と
違
い
、
起
伏
に

富
む
風
光
明
媚
な
地
方
で
、
丘
の
上
の
城
塞
（
シ
タ
デ

ル
）
か
ら
見
る
緑
深
い
渓
谷
に
佇
む
こ
の
街
は
、
ま
さ

に
一
幅
の
絵
だ
。
シ
タ
デ
ル
へ
は
、
最
新
の
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
が
お
勧
め
。
街
の
散
策
に
は
、
観
光
局
が
開
発
し

4
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た
屋
根
付
き
の
大
型
三
輪
車「
プ
ス
・
プ
ス
」が
楽
し
い
。

お
土
産
は
、
当
地
限
定
販
売
の
ソ
フ
ト
キ
ャ
ラ
メ
ル

「
ビ
エ
ト
ル
メ
・
ド
・
ナ
ミ
ュ
ー
ル
」
や
純
家
族
経
営

の
ビ
ス
タ
ー
の
マ
ス
タ
ー
ド
「
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
」
の
他
、

初
夏
に
は
露
地
栽
培
に
よ
る
ウ
エ
ピ
オ
ン
市
の
大
き

く
て
甘
い
イ
チ
ゴ
が
お
勧
め
だ
。

⑦ 

リ
エ
ー
ジ
ュ
・
聖
バ
ル
テ
レ
ミ
ー
教
会

　 

『
聖
バ
ル
テ
レ
ミ
ー
の
洗
礼
盤
』

11
世
紀
か
ら
12
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
聖
バ
ル
テ
レ

ミ
ー
教
会
は
、
ラ
イ
ン
川
と
ム
ー
ズ
川
流
域
の
典
型
的

な
美
術
様
式
で
あ
る
白
い
壁
に
赤
い
ラ
イ
ン
の
フ
ァ

サ
ー
ド
と
、
美
し
い
2
つ
の
塔
を
持
つ
。
金
銀
細
工
師

の
レ
ニ
エ
・
ド
・
ユ
イ
に
よ
る
真
鍮
製
の
『
聖
バ
ル
テ

レ
ミ
ー
の
洗
礼
盤
』
に
は
5
つ
の
洗
礼
の
場
面
が
描
か

れ
、そ
れ
を
10
頭
の
牛
が
支
え
て
い
る
。直
径
約
1
メ
ー

ト
ル
、
重
さ
約
5
0
0
キ
ロ
の
洗
礼
盤
は
、
そ
の
豪
華

さ
と
い
い
技
術
的
完
成
度
と
い
い
、
至
宝
に
値
す
る
。

リ
エ
ー
ジ
ュ
は
、
皇
子
司
教
が
支
配
し
た
古
都
。
皇

子
司
教
と
は
、
ロ
ー
マ
法
王
が
直
接
任
命
し
た
司
教
で

あ
り
な
が
ら
、
政
治
的
に
皇
子
ま
た
は
大
公
で
も
あ
る

人
の
こ
と
。
こ
の
体
制
は
18
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
革
命

ま
で
続
い
た
。
リ
エ
ー
ジ
ュ
に
は
多
く
の
教
会
が
あ

る
が
、
中
で
も
美
し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
有
名
な

聖
パ
ウ
ロ
大
聖
堂
は
、
外
せ
な
い
歴
史
遺
産
だ
。

近
代
的
な
駅
舎
リ
エ
ー
ジ
ュ
＝
ギ
ユ
マ
ン
は
、「
世

界
の
美
し
い
駅
舎
」
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
常
連
だ
。
食

べ
物
で
は
、元
祖
「
リ
エ
ー
ジ
ュ
風
ゴ
ー
フ
ル
」
や
「
リ

エ
ー
ジ
ュ
風
サ
ラ
ダ
」が
定
番
。大
き
め
の
ミ
ー
ト
ボ
ー

ル
「
ブ
リ
ュ
」
は
、
甘
め
の
ソ
ー
ス
で
フ
リ
ッ
ト
と
の

相
性
が
抜
群
。
16
世
紀
か
ら
続
く
朝
市
「
ラ
・
バ
ッ
ト
」

は
、
ム
ー
ズ
川
に
沿
っ
て
何
百
と
い
う
店
が
並
ぶ
。

こ
れ
ら
の
秘
宝
は
、祈
り
を
捧
げ
る
人
々
（
制
作
者
）

の
信
仰
の
拠
り
所
で
あ
り
、
神
に
対
す
る
畏
敬
の
念
に

あ
ふ
れ
、
信
者
で
は
な
く
て
も
心
を
動
か
さ
れ
る
。

（
宮
崎 

真
紀
）

4 アントワープ駅舎の光あふれるコンコース　5 ルーベンス『キリスト降架』　6 トゥルネー美術館にあるマネの作品
7 聖バルテレミー教会にあるレニエ・ド・ユイの『聖バルテレミーの洗礼盤』　8 リエージュ名物ブリュ　9 「ムーズ
川の真珠」とたたえられる街並み　写真：4 © MakiMiyazaki、5 © visit Antwerpen、6 © Visit Tournai、7 © Marc 
Verpoorten、8 © PixelProd、9 © WBT - Denis Closon
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From European Countries to Japan
To Other European Countries

And to the World

ヨーロッパ各国から日本へ
他のヨーロッパ諸国へ
そして世界へ

255-707-491

「心で運ぶハートライナー」へのお申し込み・お問い合わせは、下記の支店・営業所まで電話かメールでお気軽に。 

Email. NEDE-HEAR.LINER@nipponexpress.com   www.nipponexpress.com/moving/de

NXドイツ

中
世
に
自
由
ハ
ン
ザ
都
市
と
し
て

繁
栄
し
た
北
西
部
の
港
町
ブ
レ
ー
メ

ン
。
旧
市
街
の
マ
ル
ク
ト
広
場
に
面

し
た
市
庁
舎
は
、
15
世
紀
初
頭
に
建

て
ら
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
と
、
17
世

紀
に
増
築
さ
れ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式

が
調
和
し
た
建
物
で
、
2
0
0
4
年
、

舎
前
に
立
つ
ロ
ー
ラ
ン
ト
像
と
共
に

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
舎
内
は

政
治
的
な
決
定
を
行
う
重
要
な
場
所

で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト

や
展
示
会
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
行
わ

れ
る
他
、
地
下
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ
ー

ツ
ケ
ラ
ー
」
な
ど
店
舗
も
あ
り
、
一

般
市
民
に
開
放
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ビ
ー
の
階
段
を
上
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
、
巨
大
な
鯨
の
顎
骨
を
用

い
た
ラ
ン
プ
は
、
同
市
が
捕
鯨
の
中

心
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
お

り
、圧
倒
さ
れ
る
。
1
階
の
宴
会
ホ
ー

ル
は
、
伝
統
的
な
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や

特
別
セ
レ
モ
ニ
ー
の
会
場
だ
。
天
井

に
は
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
様
式
の
巨
大

な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
あ
り
、
壁
に
は

街
が
誇
る
商
船
隊
の
大
き
な
油
絵
が

飾
ら
れ
て
い
る
。
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
2
世
の
記
念
室
で
は
、
中
世
の
壁

画
と
玉
座
を
お
見
逃
し
な
く
。

建
物
の
最
も
古
い
部
分
に
位
置
す

る
絢
爛
豪
華
な
大
議
会
場
に
は
、
ド

イ
ツ
国
王
を
描
い
た
天
井
画
を
は
じ

め
、
窓
に
飾
ら
れ
た
歴
代
市
長
の
紋

章
や
壁
の
絵
画
な
ど
が
あ
り
、
息
を

の
む
ほ
ど
美
し
い
。
ま
た
、
国
賓
や

特
別
ゲ
ス
ト
を
迎
え
入
れ
る
特
別
室

の
、
赤
や
金
、
革
で
統
一
さ
れ
た
調

度
品
も
、
目
が
く
ら
む
ほ
ど
あ
で
や

か
だ
。
6
0
0
年
の
歴
史
を
物
語
る

市
庁
舎
を
ぜ
ひ
、
見
学
し
て
ほ
し
い
。

（
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ナ
ー
ゲ
ル 

典
子
）

［ ドイツ ● ブレーメン ］

世界遺産の市庁舎

ブレーメン市庁舎

INFORMATION
ブレーメン市庁舎 
Bremer Rathaus

Am Markt 21, 28195 Bremen
+49 421 3616132 

https://www.bremen-tourism.de/
市庁舎内はガイドツアーで見学可能（約 60 分）

料金：7€

Germany
1 市庁舎正面。右奥は聖ペトリ大聖堂　2 市庁舎入口　3 「黄金の小部屋」
とも呼ばれる迎賓室　4 ロビーの階段にある鯨の顎骨ランプ　5 奥行き
41 メートル、天井高 13 メートルの大議会場　写真：© norikospitznagel
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NXスペイン
Nippon Express de España, S.A.

スモールパッケージサービス（航空便・船便）

スペイン海外引越

NXスペイン公式 WEB サイトも是非ご利用ください。

www.nipponexpress.com/moving/es

お問い合わせは日本語でお気軽にどうぞ。

E-mail: NEES-Removal@nipponexpress.com

ス
ペ
イ
ン
北
西
部
に
位
置
す
る
ガ

リ
シ
ア
州
ビ
ー
ゴ
で
は
、
毎
年
3
月

末
に
祭
り
「
ビ
ー
ゴ
の
レ
コ
ン
キ
ス

タ
」
が
開
催
さ
れ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
イ
ベ
リ
ア
半
島
侵
略
に
対
し
て
ス

ペ
イ
ン
民
衆
が
抵
抗
し
た
ス
ペ
イ
ン

独
立
戦
争
中
の
1
8
0
9
年
3
月 

28
日
、
ビ
ー
ゴ
で
は
民
衆
が
蜂
起
、

フ
ラ
ン
ス
軍
の
追
放
に
成
功
し
た
。

翌
年
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
か
ら
「
忠
実

で
忠
誠
、
勇
敢
な
」
都
市
の
称
号
を

与
え
ら
れ
、
そ
れ
以
来
、
毎
年
3

月
28
日
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
主
権
を
取

り
戻
し
た
レ
コ
ン
キ
ス
タ（
再
征
服
）

を
称
え
る
同
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。

期
間
中
、
旧
市
街
は
巨
大
な
屋
外

市
場
へ
と
早
変
わ
り
し
、
エ
ン
パ

ナ
ー
ダ
（
肉
や
魚
介
類
を
包
ん
で
焼

い
た
パ
イ
）
や
新
鮮
な
魚
介
類
、
地

元
の
リ
キ
ュ
ー
ル
、
オ
ル
ホ
（
ブ
ド

ウ
を
使
っ
た
蒸
留
酒
）
な
ど
が
味
わ

え
る
屋
台
や
、
手
工
芸
品
の
露
店

が
並
ぶ
。
伝
統
音
楽
や
ガ
イ
タ
（
バ

グ
パ
イ
プ
）
の
演
奏
、
伝
統
舞
踊
の

他
、
古
代
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
な
ど

が
屋
外
で
披
露
さ
れ
、
地
元
の
人

た
ち
が
伝
統
衣
装
に
身
を
包
ん
で

参
加
す
る
。

祭
り
の
見
ど
こ
ろ
は
、
フ
ラ
ン
ス

軍
を
追
放
し
た
シ
ー
ン
を
再
現
す
る

演
劇
だ
。
フ
ラ
ン
ス
兵
役
、
兵
士
役
、

民
間
人
役
な
ど
約
5
万
人
の
市
民
が

参
加
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
が
ボ
ー
ト

で
街
か
ら
逃
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
を
再

現
す
る
。
19
世
紀
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
よ
う
な
旧
市
街
の
路
上
で

は
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
ガ
リ
シ
ア
人
の

小
競
り
合
い
を
再
現
す
る
場
面
が
あ

ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
。

	

（
大
田 
朋
子
）

［ スペイン ● ビーゴ ］

ナポレオン軍を追放した大衆蜂起を再現

ビーゴのレコンキスタを称える祭り

INFORMATION
ビーゴのレコンキスタ 
Reconquista de Vigo
Rúa López de Neira, 836202 Vigo, Pontevedra 
+34 986 224 757 
www.turismodevigo.org
期間：毎年 3 月 28 日付近の週末に開催

（詳しくは HP を参照） 
料金：無料

Spain1 地元の食材を味わえる絶好の機会！　2 スカートに大きなエプロンが特徴　3 ナポレオン軍を追放した大衆蜂起を再現　4 同祭は国民的重
要観光祭礼に指定されている　5 街の至る所でガイタなどの楽器が演奏される　写真：© Turismo de Vigo
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Nippon Express (Italia) S.p.A.
via Londra 12  Segrate 20090 (MI)

NXNXイタリアイタリア

当社の引越しは

日本だけでは

ありません！

TEL: +39-02-21698-972
l 事務所移転もおまかせ
www.nipponexpress.com/moving/it
NEIT-MILAN.REMOVALS@nipponexpress.com

イタリア海外引越
イタリア国内、欧州内はもちろん、 

世界に広がるネットワークでお客様の海外引越をサポート

［ イタリア ● ヴェネチア ］

壮大なガラスのインスタレーション

「ヴェニーニ : ルーチェ 1921-1985」展

INFORMATION
ヴェニーニ : ルーチェ 1921-1985 
VENINI: Luce 1921–1985
Isola di San Giorgio Maggiore, 8, 30124 Venezia  
+39 041 5229 138 
https://lestanzedelvetro.org
時間：木〜火 10:00 – 19:00

休：水 
料金：入場無料

23

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ン
グ
ラ
ス
の
最
高

峰
の
一
つ
で
あ
る
老
舗
「
ヴ
ェ
ニ
ー

ニ
」。
カ
ル
ロ
・
ス
カ
ル
パ
、
ジ
オ
・

ポ
ン
テ
ィ
、
安
藤
忠
雄
な
ど
世
界

有
数
の
建
築
家
た
ち
と
コ
ラ
ボ
し
、

1
9
2
1
年
の
創
業
以
来
、
ア
ー
ト

ピ
ー
ス
か
ら
店
舗
や
住
宅
の
装
飾
に

至
る
ま
で
、
歴
史
に
残
る
さ
ま
ざ
ま

な
作
品
を
発
表
し
て
き
た
。

そ
ん
な
ヴ
ェ
ニ
ー
ニ
が
、
創
業

当
初
か
ら
発
表
し
て
き
た
81
の
照
明

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
示
し
た
「
ヴ
ェ

ニ
ー
ニ
：
ル
ー
チ
ェ 

1
9
2
1
︲

1
9
8
5
」
展
が
、
サ
ン
・
ジ
ョ
ル

ジ
ョ
島
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
レ
・
ス
タ

ン
ツ
ェ
・
デ
ル
・
ヴ
ェ
ト
ロ
」
に
て

開
催
さ
れ
て
い
る
。
同
展
で
は
、
年

代
別
に
、
当
時
の
流
行
や
社
会
背
景

と
共
に
ヴ
ェ
ニ
ー
ニ
の
作
品
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
カ
ル
ロ
・
ス
カ
ル
パ
へ

の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
、
吹
き
ガ

ラ
ス
の
ピ
ー
ス
を
組
み
合
わ
せ
た

壮
大
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

特
別
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

1
9
6
1
年
に
ス
カ
ル
パ
が
設
計

し
た
作
品
「
イ
タ
リ
ア
61
」
を
再
構

築
し
た
多
面
体
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
で
、

ク
リ
ス
タ
ル
と
パ
ウ
ダ
ー
ピ
ン
ク
の

4
0
0
0
を
超
え
る
ガ
ラ
ス
ピ
ー
ス

を
使
用
し
て
制
作
さ
れ
た
。
さ
ら
に

展
示
室
の
天
井
に
は
、
グ
ラ
ッ
シ
宮

殿
の
た
め
に
作
ら
れ
た
作
品
を
再
構

築
し
た
球
状
の
ガ
ラ
ス
の
装
飾
が
施

さ
れ
て
い
る
。

展
示
期
間
は
1
月
8
日
ま
で
の
予

定
で
あ
っ
た
が
、
好
評
の
た
め
、
す

で
に
3
月
ま
で
の
延
長
が
決
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
お
見
逃
し

な
く
。                 

（
田
中 
美
貴
）

Italy1 カラフルな色使いのランプシェード　2 グラッシ宮殿のために作られた
1950 年代の作品を再構築　3 さまざまな作品が年代別に展示されている　4 
カルロ・スカルパの作品を再構築した高さ 5.5 メートルのインスタレーション　
5 人の手で作られた吹きガラスで構成されている　写真：© Enrico Fiorese
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Nippon Express Portugal, S.A.

リスボン支店  TEL +351-21-842-9520  FAX +351-21-847-4973  担当 Miguel Estopa（英語可）

オポルト支店  TEL +351-22-947-9500  FAX +351-22-941-6791  担当 Maria João Fonseca（英語可）

日本語でのお問い合わせは NXスペインバルセロナ支店まで
TEL +34-93-552-2988	 FAX +34-93-262-3130

見
渡
す
限
り
畑
と
い
う
村
、
マ
ウ

ヨ
ビ
ツ
ェ
に
一
歩
入
る
と
、
す
ぐ
に

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
教
会
が
目
に
飛
び

込
ん
で
く
る
。
一
見
す
る
と
寂
れ
た

農
村
の
教
会
だ
が
、
こ
こ
に
ポ
ー
ラ

ン
ド
随
一
の
聖
書
画
で
埋
め
尽
く
さ

れ
た
祈
り
の
場
所
が
あ
る
。

同
教
会
の
歴
史
は
1
2
5
0
年

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
屋
根
裏
に
は
、

14
世
紀
初
頭
に
増
改
築
さ
れ
た
際
に

描
か
れ
た
、
旧
・
新
約
聖
書
を
テ
ー

マ
に
し
た
初
期
ゴ
シ
ッ
ク
の
多
色
刷

り
の
壁
画
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

壁
と
天
井
は
聖
書
を
テ
ー
マ
と
し
た

新
し
い
絵
画
で
覆
わ
れ
、
6
0
0
枚

以
上
の
木
の
板
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
た

身
廊
の
天
井
に
は
色
鮮
や
か
な
花
や

動
物
な
ど
の
装
飾
が
施
さ
れ
た
。
そ

の
圧
倒
的
な
芸
術
は
今
、
参
拝
者
の

目
を
引
き
つ
け
て
や
ま
な
い
。

19
世
紀
前
半
に
壁
の
絵
は
な
ぜ

か
全
て
漆
喰
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
、

半
世
紀
後
に
は
剥
が
さ
れ
、
絵
画

の
補
修
や
再
塗
装
が
施
さ
れ
て
現

在
の
形
に
至
っ
て
い
る
。
と
に
か

く
壁
画
の
ス
ケ
ー
ル
も
数
も
膨
大

な
の
だ
が
、
一
つ
一
つ
に
目
を
留

め
て
も
ら
い
た
い
。

聖
書
に
書
か
れ
て
い
る
話
を
多
少

で
も
知
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

絵
が
ど
の
場
面
を
表
し
て
い
る
の
か

が
す
ぐ
に
分
か
る
は
ず
だ
。
聖
書
の

内
容
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
理
解
で
き
る

絵
物
語
と
し
て
壁
や
天
井
を
覆
い
つ

く
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
教
会
全
体

が
「
貧
者
の
聖
書
」
と
な
っ
て
い
る

の
だ
。
か
つ
て
読
み
書
き
の
で
き
な

か
っ
た
者
た
ち
に
は
、
こ
の
よ
う
な

形
で
神
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。	

（
ソ
ル
ネ
ク
流 

由
樹
）

［ ポーランド ● マウヨビツェ ］

無学の者にも神の教えを

マウヨビツェの「貧者の聖書」

INFORMATION
ローマ・カトリック教区 聖ヤコブ教会 

Rzymskokatolicka parafia pw. w. Jakuba
Małujowice  nr 65 49-318 Skarbimierz

+48 663 606 908
www.swjakub.info/pl/strony/1000.parafia-sw-jakuba.html

時間：教会内見学は電話での事前予約が必要 
料金：随意に寄付箱へ

Poland
1 外壁の保存状態もずば抜けて良い　2 時を経ても色褪せない天井画　3 地
獄の絵を見て人は何を思ったか　4 パトロン聖ヤコブ像に勝る壁画の存在感　
写真：© ソルネク流由樹

4 3 1

2
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NXオランダアムステルダム引越センター 　AMSTERDAM REMOVAL CENTER: CONTOUR AVENUE 31, 2133 LD HOOFDDORP 

Tel: +31 (0)20-500-5200　Fax: +31(0)20-500-5210　Web: www.nipponexpress.com/moving/nl　E-mail: NENL-Removals@nipponexpress.com

オランダ税関からも認められました。

海外引越、国内引越、欧州内引越、事務所移転、ジェットパック、シーパック

1 少女の微笑が印象的な『真珠の耳飾りの少女』　2 オランダで初めて展示される『婦人と召使』（写真：Joseph Coscia Jr）　3 100 万点
を所蔵するアムステルダム国立美術館（写真：John Lewis Marshall）　4 フェルメール最高傑作の一つ『牛乳を注ぐ女』　写真：© 
Rijksmuseum

14

2

3

北
欧
の
モ
ナ
リ
ザ
と
も
い
わ
れ
る

絵
画
『
真
珠
の
耳
飾
り
の
少
女
』
で

世
界
的
に
名
高
い
17
世
紀
の
オ
ラ
ン

ダ
人
画
家
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ェ
ル
メ
ー

ル
。
彼
の
作
品
は
世
界
で
約
37
点
し

か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
う

ち
の
少
な
く
と
も
28
点
が
一
堂
に
会

す
る
と
い
う
、
一
世
一
代
の
展
覧
会

が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
さ
れ
る
。

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
絵
画
の
魅
力
は
、

日
常
の
何
気
な
い
一
瞬
を
ま
る
で
映

画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
に
捉
え
た

絶
妙
な
構
図
や
、
光
の
輝
き
を
白
い

点
に
よ
っ
て
巧
み
に
表
現
す
る
技

術
、
当
時
非
常
に
高
価
だ
っ
た
ラ
ピ

ス
ラ
ズ
リ
か
ら
作
っ
た
顔
料
を
使
用

し
た
鮮
や
か
な
青
色
な
ど
、
枚
挙
に

暇
が
な
い
。
確
か
な
筆
遣
い
で
描
き

出
さ
れ
た
世
界
は
静
謐
さ
に
あ
ふ
れ

て
お
り
、
絵
画
の
前
に
立
つ
者
の
視

線
を
捉
え
、
絵
の
中
に
引
き
込
ん
で

い
く
よ
う
な
不
思
議
な
力
が
あ
る
。

同
美
術
館
は
、
展
覧
会
に
合
わ

せ
て
『
牛
乳
を
注
ぐ
女
』
の
研
究
も

進
め
て
お
り
、
そ
の
下
絵
に
は
、
完

成
作
品
に
は
な
い
水
差
し
用
の
棚
や

洗
濯
物
を
乾
か
す
た
め
の
火
か
ご
が

描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
、
2
0
2
2

年
9
月
に
発
表
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ

る
。
展
覧
会
で
は
、
キ
ッ
チ
ン
で
牛

乳
を
注
ぐ
と
い
う
何
の
変
哲
も
な
い

庶
民
の
姿
を
永
遠
の
美
に
昇
華
さ
せ

た
唯
一
無
二
の
画
家
が
、
ど
の
よ
う

に
そ
の
完
璧
な
構
図
を
導
き
出
し
て

い
っ
た
か
が
紹
介
さ
れ
る
。

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
作
品
の
ほ
ぼ
全
て

を
一
挙
に
鑑
賞
で
き
る
と
い
う
史
上

初
の
展
覧
会
は
、
忘
れ
が
た
い
贅
沢

な
体
験
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
東
風 

伊
吹
）

INFORMATION
アムステルダム国立美術館フェルメール展 

Rijksmuseum Tentoonstelling Vermeer
Museumstraat 1, 1071XX Amsterdam

+31 20 6747 000
www.rijksmuseum.nl

期間：2 月 10 日〜 6 月 4 日
毎日 9:00 – 17:00 

料金：30€（18 歳以下無料、要予約）

The Netherlands

［ オランダ ● アムステルダム ］

国宝級のフェルメール名画が世界から集まる

アムステルダム国立美術館フェルメール展
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＜開講コース＞ 対象学年： 小１～高校生 

JOBA International London 1F Lawford House, Albert Place, Finchley, London N3 1QA U.K.

joba-uk.jolnet.comTel: +44 20 8343 4332

小１～小６ 【標準コース】 国語・算数
小４～中2 【受験コース】 国語・算数/数学・英語・理科・社会
小６ 【受験基礎コース】 国語・算数・英語
小６・中3 【受験コース】 国語・算数/数学・英語
中３～高３ 【高校部コース】 数Ⅰ～数Ⅲ・小論文・英文翻訳
オプション 小６対象： 英語過去問講座、難関校対策算数
 中学生対象： 難関校対策英語、公民時事問題ほか

参加をご希望の方は、ホームページの
 「無料体験授業」欄よりお申し込みください。

体験授業は、１月～２月にかけて行います。
実施日・時間などはホームページにてご確認ください。

無料体験授業お申し込み

欧州生対象オンラインコース  新学年度 ２月１日（水）開講！
～帰国枠入試に合わせた充実したコース設定～

1 木札が付けられた記念樹　2 彫刻家の作品に蠟燭を浮べて祈る　3 あるお別れ会の
様子　4 すべて自然に還る素材を用いる　5 アーティストによる紙製の遺灰用容器　
写真：© LES VZPOMÍNEK

135

4

2

大
学
で
環
境
学
や
人
類
学
を
学
ん

だ
3
人
の
学
生
が
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド

イ
ツ
で
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
樹
木

葬
に
着
想
を
得
て
活
動
を
開
始
し
、

2
0
1
5
年
に
生
ま
れ
た
の
が
、
プ

ラ
ハ
8
区
、
ジ
ャ
ー
ブ
リ
ツ
ェ
墓

地
の
一
角
に
あ
る
「
レ
ス
・
フ
ス
ポ

ミ
ー
ネ
ク
（
記
憶
の
森
）」
だ
。

森
の
生
態
に
手
を
加
え
る
こ
と
は

せ
ず
、
自
然
の
ま
ま
墓
地
と
な
っ
て

い
る
。
墓
標
は
名
前
が
記
さ
れ
た
木

札
が
目
印
と
し
て
木
の
幹
に
付
け
ら

れ
る
の
み
。
遺
灰
を
入
れ
る
容
器
も
、

紙
製
や
木
製
、
繊
維
で
編
ま
れ
た
も

の
な
ど
、
自
然
に
戻
る
素
材
の
み
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
金
属
や
プ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
、
腐
敗
防
止
剤
な
ど
、
環

境
問
題
の
要
因
と
な
る
素
材
は
一
切

使
用
で
き
な
い
。

森
に
は
一
年
中
自
由
に
出
入
り
で

き
る
た
め
、
お
墓
参
り
と
い
う
よ
り
、

散
歩
に
い
く
気
分
で
訪
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。
チ
ェ
コ
で
は
近
年
、
従
来

の
形
式
的
な
葬
儀
よ
り
も
、
演
奏
し

た
り
、
歌
っ
た
り
、
詩
を
朗
読
し
た

り
し
て
、
軽
や
か
に
明
る
く
故
人
を

送
る
お
別
れ
会
の
よ
う
な
も
の
が
好

ま
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
森
の
創

業
メ
ン
バ
ー
も
、「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の

よ
う
な
お
葬
式
が
あ
っ
て
も
よ
い
の

で
は
？
」
と
提
案
す
る
。
い
ず
れ
訪

れ
る
日
の
準
備
と
し
て
、
日
々
森
を

散
歩
し
な
が
ら
、
自
分
で
ど
の
木
が

い
い
か
決
め
る
人
も
い
る
そ
う
だ
。

プ
ラ
ハ
の
他
、
ブ
ル
ノ
、
ス
ロ

バ
キ
ア
に
も
同
じ
よ
う
な
森
が
あ
る

が
、
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
思
想

に
見
合
っ
た
葬
儀
の
形
と
し
て
、
今

後
さ
ら
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
こ

と
だ
ろ
う
。	

（
金
子 
季
乃
）

［ チェコ ● プラハ他 ］

国内初の樹木葬用の森

レス・フスポミーネク

INFORMATION
レス・フスポミーネク 
LES VZPOMÍNEK
Ďáblická 564/2a Praha 8 Ďáblice 
+420 286 028 910 / +420 286 028 911 
www.lesvzpominek.cz
時間：1・2・11・12 月 8:00 – 17:00、
3・4・10 月 8:00 – 18:00、5 〜 9 月 8:00 – 19:00 
料金：4660 ～ 5760Kč（10 年、木の種類により異なる）

Czech
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ペットと暮らすメリット
以前、スコットランド人で元

医師のデヴィッド・ハミルトン氏

が、人に親切にすることと健康と

の関係について講演した際、犬を

飼っていれば 30 分程度一緒に過

ごすことでオキシトシン値が上が

ると話していました。オキシトシンは心を落ち着け不安を和らげる

ホルモンで、母親と新生児のボンディングを助けることでも知られ

ています。足りないと荒んだ気持ちになるので、ストレス度が比較

的高い都会人には欠乏気味のホルモンかもしれませんね。ペットと

過ごす時間はオキシトシン値を上げるだけではなく、冠状動脈性疾

患や心筋梗塞など、循環器系の疾患にも有効であると報告されてい

ます。また、メンタル面での不調を抱える人たちにとって、ペット

が放つ和みパワーは大きな精神的サポートにもなるようです。

一般的な犬と猫の性質
犬は基本的に仕事を愛する働き者で、ただ一緒にいて愛嬌を振

りまいたりのんびりモードでいたりするのも、彼らにとっては立派

な仕事。故に自分たちを活かせるタスクがなくなると、ストレスが

たまるようです。家族の一員となって生活を共にする犬もいれば、

ボーダーコリーのように家にいるよりダイナミックな仕事に適し

た犬、また、警察の一員となって薬物や特定の人を嗅ぎつける仕

事に励む犬もいます。最近では、その優れた嗅覚に頼る癌スクリー

ニングの訓練もあるようです。

一方、猫は勝手気ままと思われがちですが、実際のところはそれ

ほど気まぐれでもなさそうです。とある大学の調査では、猫はある

程度の距離を置いていても、飼い主とのボンディングを必要として

いることが明らかとなっています。直球型の犬とはアプローチが異

なりますが、飼い主を認識してボンディングを築くことには変わり

ないということです。

ペットと過ごす時間が、心の健康を促進
ペットとメンタルヘルスに関する調査（犬、猫、ハムスター、小鳥）

では、鬱を患う飼い主たちが「人間よりも信頼できる」「オープンに

話ができる」「つらい気分のときには、何も言わなくてもそっとそ

ばに来てくれる」などとコメントしています。犬（特に中型～大型）

と暮らす場合には毎日の散歩が必須で、猫のように「勝手に外に出

て、適当に戻ってくる」というわけにはいきません。そのため、気

分が沈んで引きこもりに傾いても、犬のために散歩に出る習慣がつ

いて心身ともの健康を促進します。散歩後の爽快感が得られること

はもちろん、基礎体力の向上や代謝の改善にも有効です。

ペットと健康
犬や猫から爬虫類まで、ペットといってもその種類はいろいろ。今回は代表的な犬と猫を中心に

彼らのヒーリング・パワーや、私たちの健康とのつながりについてご紹介します。
＜ Text by 徳永 ゆり子＞
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各言語での名称

　仔牛のスネ肉はイタリア語でオッソブーコ（Ossobuco）と呼ばれ（osso は「骨」、

buco は「穴」を意味する）、一般的には煮込み料理として提供される。主に北イタ

リアで食されることが多く、18 世紀ごろのミラノでは一般家庭の食卓にも登場した

といわれている。18 世紀にペレグリーノ・アルトゥシが出版した本の中に登場する

ことから、この名前が定着した。ミラノの郷土料理に指定されているオッソブーコ

の煮込みは、骨の中心、つまり脊髄が一番おいしいとされ、たっぷりのコラーゲン

が含まれている。北イタリアではサフランリゾットと合わせることも多く、肉の煮

汁とリゾットの相性を楽しむ絶品の一皿として知られている。

オッソブーコを調理する上で非常に重要なのが、表面を覆う皮の筋切り。

きちんと筋が切れていないと加熱した際に肉が曲がってしまい、均一に煮込むこと

ができない。オッソブーコには塩コショウをし、小麦粉をまぶしておく。バターを

ひいたフライパンでタマネギをきつね色になるまで炒めたら、みじん切りのニンジ

ンとセロリも炒め、頃合いを見て肉を加

える。肉の表面に焦げ目が付いたらブイ

ヨンスープと白ワインを注ぎ（好みでト

マトソースを入れてもよい）、蓋をして

30 分ほど煮込む。肉をひっくり返して

さらに 30 分ほど調理する。盛り付けの

際にお好みで刻みパセリやすりおろした

レモンの皮などを振りかけると、さらに

華やかな雰囲気が演出できる。

（佐武 辰之佑）

Ossobuco
【 仔牛のスネ肉 】 

イタリア語	 ossobuco

オランダ語	 kalfsschenkel

スペイン語	 jarrete de ternera

チェコ語	 ossobuco

トルコ語	 dana incik

ドイツ語	 kalbshaxe

ハンガリー語	 borjú csülök

フランス語	 jarret de veau

ポーランド語	 gicz cielęca

ポルトガル語	 pernil de vitela

調理法



■	イギリス（国番号 +44）/ アイルランド
	 ロンドン &グラスゴー、ダブリン
	 ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)20-8737-4200
	 マンチェスター•••••••• (0)161-436-7500
	 ニューカッスル•••••••• (0)191-519-7950
	 イーストミッドランド
	 ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)1332-850-770
■	イタリア（+39）
	 ミラノ••••••••••••••••••••••••••02-21698-972

■	オランダ（+31）
	 アムステルダム•••••••• (0)20-5005200
■	スイス（+41）
	 チューリッヒ••••••••••••• (0)44-836-9966
	 ジュネーブ••••••••••••••••• (0)22-929-0310
■	ドイツ（+49）
	 デュッセルドルフ••••(0)211-90495-0
	 フランクフルト &シュトゥットガルト
	 ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)69-68974-584
	 ハンブルグ••••••••••••••••• (0)40-73112-194
	 ミュンヘン••••••••••••••••• (0)89-37426-353
■	オーストリア（+43）
	 ウィーン•••••••••••••••••••••• (0)1-7007-35411

■	フランス（+33）
	 パリ•••••••••••••••••••••••••••••• (0)1-4184-6350
■	ベルギー（+32） / ルクセンブルグ
	 ブリュッセル••••••••••••• (0)2-7517814/5
■	スペイン（+34）
	 マドリッド•••••••••••••••••91-748-0862
	 バルセロナ•••••••••••••••••93-552-2986
■	ポルトガル（+351）
	 リスボン••••••••••••••••••••••21-842-9520
■	ハンガリー（+36）
	 ブタペスト••••••••••••••••• (0)29-553-807
■	チェコ（+420）
	 プラハ••••••••••••••••••••••••••255-707-491

■	ポーランド（+48）
	 ワルシャワ••••••••••••••••• (0)22-878-3208
■	ケニア（+254）
	 ナイロビ•••••••••••••••••••••• (0)20-4938310

■	トルコ（+90）
	 イスタンブール•••••••• (0)212-465-6934

■	アラブ首長国連邦（+971）
	 ドバイ•••••••••••••••••••••••••• (0)4-282-0417

■	ロシア（+7）
	 モスクワ•••••••••••••••••••••• (0)495-609-6023
	 サンクトペテルブルグ
	 ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)812-335-7626

引越のご用命は
次の事務所へどうぞ

忙しいご帰国前こそ、NXグループに
お任せください
帰国前のご多忙な時でも、慌てる必要はありません。NXグループは、梱包から
お引越先でのお荷物搬入までお客様に代わって作業いたします。

日本での引越も
NXグループがお世話致します
ヨーロッパから日本に着いたお荷物は、日本のNXグループの引越専任スタッフ
が責任を持って配達いたします。
東京、名古屋、大阪（神戸）、福岡の各支店から日本全土にお届けします。

日本人スタッフの立会いで安心度満点
引越では作業完了まで必ず日本人スタッフが立会い、梱包状況を確認するなど
作業を指揮いたします。

目的に応じた梱包資材をご用意
衣類用のハンガーカートン、ゴルフカートン、ワイン用カートンをご用意しています。 
それぞれに最も適した梱包資材で運ぶことによって、お荷物をいたわります。

各国内引越・欧州内引越も承ります
海外引越だけではなく、各国内引越、欧州内引越、家財保管もご安心してお任
せください。

きめ細かなサービスが自慢です
日本のご実家にお荷物を残して赴任されていた場合、帰国後の日本での引越に
先立ちNXグループがご実家へ下見に参ります。引越の際はご実家からのお荷物
と海外から送られてきたお荷物が同日に着くようにも手配いたします。

私
と
家
族
の
大
切
な
荷
物
だ
か
ら
、実
績
の
あ
る
日
本
通
運
に
頼
み
た
い
。

丁
寧
に
、真
心
込
め
て
。

お
客
様
第
一
の
日
本
通
運
で
す
。


